
愛知工業大学研究報告

第32号A 平成9年 27 

野球のパッティングにおけるボール情報の有用性

Usefulness of Positional Information O1i the Ball When Batting in 
Baseball 
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We have carried out two巴xp巴r国 entson也巴 usefulnesswhen batting in baseball of 

positional information of the thrown ball over也 edistance between也巴 po担trel巴as巴dby the 

pitch巴rto the home base. The purpose of也eexperiments was to deterroine the point up to 

which the batter ne巴dsto see也巴 ball血 orderto hit it succ巴ssfully. A11 the balls thrown wer巴

fast balls. The result of th巴巴xperimentsshowed也巴 following:

1. The batter judges whether the ball wi11 be a s佐ikeor a ball by血伽巴itr巴aches

也 巴 包itialone血irddistance betw巴阻也erelease point and the home plate. 

2. Buthe c岨 nothit由 ballsuccess:白l1ywh回出informationon白 ballis available 

on1y for the initial one也irds巴ction.

3. The batter needs to s巴巴世間 ballfor at least four fi丘hsof the entir巴distancein ord町

to hit it su∞essfully. 

4. The ball information generat吋泊四diatelybefo白血ballreaches the hom巴

plate is not use:釦1for也.eba仕巴r.

1 .緒言

野球のピッチャーズマウンドとホームプレートの

距離は 18.44皿である.投手のリリースポイントは

1. 5mほど手前になるので距離は約 17mとなり，時速

140Kmの投手のボールは約 0.44秒で到達する.この

聞に打者はスイングするかどうか，いつスイングす

るか，どのようなスイングをするかを決定しなけれ

ばならない.瞬時ともいえるこの間の打者の感覚一

知覚問題とパッティング動作は研究者の興味を惹き

つけてきた.

Hubbertら1)は打者のパッティング時の頭部と眼

球運動について，打者はバッティングの際，頭部を固

定して眼球運動で追跡しているが，追跡しているの

はホームプレートの手前 2.4~4.6阻まででありイン

パクトの燐問まで追跡していないとしている.との

理由左して，追跡しでもパッティングのための有益

な情報が得られないか，あるいは打者に近づくにつ

れボールの角速度が速くなるため追跡できないため
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でないかと考察している.また，パットスイングに要

する時間は約 160皿secであったとしている.

Schmidt 2) は彼の著書 iMOTOR LEARING & 

PERFORMANCEJの中で，ボ}ノレが 460msecでホームプ

レートまで到達するとしたとき，パットスイングに

要する時間を Hubbertら1)の結果から 160皿secとし，

また，スイング開始の引き金になる内在的な開始信

号は動作前 150~170皿sec に出されるという Slater
3 )の先行研究をもとにして，打者はリリースから

130皿sec(460msec-170-160=130皿sec)の時点で打つ，

打たないの最終決定をしなければならないと述べて

いる.打者は投手の手を離れてからホームプレート

までの初めの1/3の地点にボールが来るまでに決断

しなければならないことになる.

一方， Deluciaら4)は，野球選手に 100km/hのテニ

スボールを打たせる課題において，リリースから1/3

までを視覚遮蔽，中間の1/3を遮蔽，ホームプレート

の手前1/3だけ遮蔽の 3つの条件を設定して打撃の

内容を調べている.その結果，コースが遮蔽されない

条件ではボール接触率は79覧であったが，リリースか

ら1/3で遮蔽された場合には 69覧，中間1/3では 57覧，

プレートの手前1/3では 65覧であったとしている.
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またパッティングの内容でみると，ポップフライが

それぞれ 19覧， 23払30覧に増加し，また，ライナー性の

打球はそれぞれ 13覧， 11%，叫に低下したとしており，

ホームプレートに近い区域が遮蔽されるほどパッテ

イングの内容は低下する傾向があったとしている.

Schmidt 2)の指摘のように，リリースからホームプ

レート間(以下，コースとする)の1/3までに打者は

打撃のための意志決定をしているとすれば，この聞

が遮蔽される条件ではパッティング内容は落ちるは

ずである.しかし，むしろ中間，あるいは手前1/3が

遮蔽される条件の方がパッティングの内容は低下す

るという Deluciaら引の結果は，中間，あるいは手前

1/3にもパッテイングに必要な視覚情報が含まれて

いることを示唆している.

Bahillら5) は打者がボールを追跡するときの眼

球運動を分析している.約 100k皿/hの模擬的に作ら

れたストレートボールを追跡するとき，プロ野球選

手は学生選手よりホームプレ}ト近くまでボールを

追跡することを明らかにしている.この実験では実

際にスイングしていないので，スイング中もボール

を追跡しているかは不明である.しかし，平野 6) は

実際のパッティング時における眼球運動について分

析し，打者はスイングを開始してからもボールを追

跡しているという結果を得ている.

さらに，近年，スイングを開始してもスイングの途

中でスイング動作を変化させることができる事象が

指摘されている.Bootsmaら7)は， 5名のトップクラ

スの卓球選手のフォアハンドドライブにおいてスイ

ングの時間的な開始は一定でないにもかかわらず，

ボールとラケットのインパクトは時間的に正確であ

ったことから，一瞬のスイングの途中であっても動

作の修正を行っている可能性を指摘している.

また，山本8)は野球のパッティングにおいて，イン

パクト直前 50m'secでもスイング動作の軌跡が変わ

る事象を得ている. Bootsmaら1)や，山本8)の報告

からするとスイングはインパクト直前まで調整され

ていることが推定される.しかし，スイング開始の引

き金になる内在的な開始信号は動作前 150~170msec

に出されるどいう Slater3)の結果をも左にすれば，

スイングを開始してからの視覚情報によってパッテ

イングの調整がなされているのではなく，スイング

開始以前の情報によってインパクト直前の調整がな

されていると思われる.

2.研究目的

このような先行研究からすると，パッティングに

おいて打つ，打たないの意志決定は Schmidt2)が指

摘するようにリリースから 1/3までになされるので

はなく，さらにホームプレートに近いところまでの

視覚情報を利用して決定していることは明らかであ

る.では，どこまでの視覚情報があればパッティング

ができるのであろうか.この研究ではパッティング

のための視覚情報はコ}スのどの時点まで必要であ

るかを明らかKしようとする.実験手法は視覚遮蔽

法であり，視覚情報が得られる範囲を制限すること

により，リリースからホームプレートまでのどこま

での情報がパッテイングに必要かを検討する.

野球のバッテイングにおいて打者は 2つの予測が

必要となる.一つは次に投手が投げるのがたとえば

直球(以下，ストレート)なのか，カーブなのかとい

った球種の確率的な予測であり， 2つめは飛来する

ボールのスピード，方向，回転をもとにホームプレー

ト上の空間座標を予測することである.投手左打者

との問で駆け引きのある試合でのパッティングを想

定したとき，球種の確率的予測はパッティングを大

きく左右する要因であるが，感覚一知覚とパッティ

ング動作の実験事態において球種の予測まで含める

と複雑になり実験結果をあいまいにするおそれがあ

る.そこで，この実験では球種をストレートに限定し，

視覚遮断とパッティングの関係、を考察した.この研

究では以下の 2つの実験をおこなった.

実験 1 打者はコースのどの時点までにストライク，

ボールの判断ができるか

実験2 打つためにはどの時点までの情報が必要か

3.実験1

目的:打者はコースのどの時点までにストライク，

ボールの判断ができるかを明らかにする.

1 )被験者:野球経験 15年以上の硬式野球の経験を

有する軟式野球選手 3名.全員右打者.

2)実験方法:被験者は写真の視覚遮蔽装置を装着

した.この装置は投手のリリース時の手が赤外線を

カットしてから任意の deley時間(皿sec単位)をお

いて，前額部の遮蔽プレートが落ち視覚を遮蔽する

ものである.プレートが 0。から 90. になるための

器械的タイムラグは油田町であるが， 45. になった

時点で被験者の視覚を遮断するこ左から器械的タイ

ムラグを 20msecとして delay時間をセットした.投

手のボールリリース地点に 2本の赤外線を通した.

1つは遮蔽装置用であり，他の一つはホームプレー

ト上に設置したボードにボ}ルが当たるまでの時間

を計測して球速を検出するものである.'ボ}ドの振

動を検出してカウンタをストップさせた.赤外線と

写真 1 視覚遮蔽装置(自作)
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ボード ξの距離を 17m~し時間 (msec 単位)から球
速を算出した.

3)実験手顕:硬式野球の経験を有する軟式野球の

右投げ投手 3名が投球した.遮蔽区間を設定するた

めの予備的投球として， 3名の投手が軟式野球ボール

を各 10投した.球種はすべてストレートとした各

投 手の 10 投の平均球速はそれぞれ

104km/h， 104km/h， 103km/hであった.各投手の平均

球速をもとにリリースから1/5で遮蔽され以降の視

覚情報がない条件，1/3で遮蔽される条件， 2/5で遮

蔽される条件， 1/2で遮蔽される条件，遮蔽されない

条件の 5つの条件を設定した.

図 1にリリースしてから被験者の視覚を遮蔽する

までのおおむねの距離を示した.各投手は各打者に

50球，計 150球を投げた.したがって各打者は 3名

の投手の計 150球の投球(遮蔽 5条件につき各 30

球)を判定した 遮蔽条件はランダムとし打者には

どこで視覚が遮蔽されるか予測できないようにしたー

ホームプレート上にはストライクゾーンを記した

ボードを置いた.被験者は打席にたちストライクゾ

。
リリース

1/2 

韮議なし

6.8m 

8.5m 

S90msec 

図 1 遮蔽条件

ーンにボールが入ったと判断すれば「ストライク J， 

外れたと判断すれば「ボールj とコールしたー投手

の投げた球がボード上のどこに当たったかは検者が

一球づっ確認した.ストライクゾーンの線上に当た

った球はストライクに分類した.投手にはストライ

ク，ボールの投球の内容は特に指示しなかった.実験

は屋外野球場でおこなった

4)結果と考察

図 2は投球がストライクであったものに対して被

験者が「ストライク j とコールした正答率である.

被験者 KA では遮蔽条件にかかわらず正答率は 50~

60覧の聞で変化したが，被験者 IM，MOはコースの 1/5

で遮蔽された場合はそれぞれ 23出， 28唱であった

が，1/3ではそれぞれ 64出， 6刊に向上した 3名の平

均値でみると，それぞれ1/5 (正答率 36国) ，1/3 

(59首) ，2/5 (57出) ，1/2 (49見) ，遮蔽なし (56出)で

あり，遮蔽なし，つまりコースのすべてが見えている

場合と， 1/3， 2/5， 1/2の条件との間で正答率に差がな

かった 遮蔽なしと視覚が遮蔽された場合の正答率

が変わらなかったことは，コースのすべてが見えれ

ば正答率が高くなるわけではないことを示唆してい

る.つまり，打者はリリースされてからある時点まで

の情報をもとに「ストライクになるJ， rボールにな

るJという判断を下し，それ以降の情報をストライク

か否かの判断に利用しないという認知判断をしてい

るものと思われる

1/3， 2/5， 1/2の聞で差がなかったこ左からみて，打

者はコースの初めの1/3までの情報をもとに判断し

ているととが示唆される つまり，打者はコースの

1/5，いし、かえればリリースしてから初めの 2附まで

の情報ではストライクか否かの判断は困難であるが，

おおむねコースの 1/3まで飛来すればその情報をも

とにストライクか否かの判断をするこ止が推測され

る

リリースから1/3の時点で判断しているとしたと

き，では打者はここまでの情報だけでパッティング

でき、1/3以降の情報はパッティングには有用では

ないのであろうか。実験 2でバッティングにはどこ

までの情報が有用であるかを検討する.

% 
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20 ;一一 一一一一一一一一 一→

O 
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l一会一KA

i→←平均l

1/5で遮蔽 1/3で遮蔽 2/5で遮蔽 1/2で遮蔽 遮蔽なし

図 2 ストライクの正答率

4掴実験 2

目的:打つためにはどの時点までの情報が必要かを

明らかにする.

1)被験者野球経験 15年以上で硬式野球の経験を

有する軟式野球選手 5名がパッティングした.うち 2

名は実験 1と同じ被験者である.全員右打者.

2)実験方法:投球にはアーム式ピッチングマシー

ンを利用した.ボール速度は 120km/hとした リリ

ースの位置に赤外線を通し，ホームプレートより後

ろ 1 mに立てたマットに振動センサーを置き，リリ

ースポイントからマットまでの距離 (18.2皿)を

540皿sec (120km/h) で到達するようにマシーンのパ

ネを調整し速度を一定にした.したがって，ホームプ

レートまでの距離 (17.2皿)をもとに，ボール到達時

間は 540皿secX 17. 2/18. 2=510msecとした.リリース

ポイントに 2本の赤外線を通した. つは被験者の

視覚遮蔽用であり，他はパッティング動作開始時点

の特定用である.パットスイング動作において，被験

者の右肘がホームプレート方向にスライドする位置

に上下に赤外線センサーを通した.この実験ではパ

ットを引きはじめた時点をバッティング動作を開始

する時点とした.

3)実験手願:投球はすべて 120km/hのストレート

とした.被験者の遮蔽条件は，リリースから1/3で遮

蔽され以降の視覚情報がない条件， 2/3で遮蔽される

条件， 4/5で遮蔽される条件，遮蔽されない条件の 4

条件を設定した 遮蔽条件はすべてランダムで被験

者は遮蔽か否か予測できないようにした.被験者は

遮蔽条件ごとに 20本，計 80本のパッティングをおこ
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なった.被験者にはすべてマシーンの方向，つまりセ

ンター方向へ，またラインドライブの飛球になるパ

ッティングをするように要求した.一打ごとのパッ

ティングについて 2名の野球経験者の協議によって

打球の方向をレフト，センター，ライト，その他の 4

分類に，打球の内容をゴロ，ラインドライブ，フライ，

ファワルチップ，空振りの 5つに分類した.

4)結果と考察

( 1) 打球の方向と内容

図3は 5名の被験者の打球方向の割合を平均した

ものである.センタ一方向への打球はタイミングが

合ったパッテイング，レフト方向へはタイミングが

早く，ライト方向は振り遅れと判定した.ファウルチ

ップは後方への飛球である.図4は打球の内容で分

類したものである.ラインドライブの打球をパット

の芯に当たった打球とし，ゴロはパットの下部に，フ

ライはパットの上部に当たった打球と判定した.図

3においてファウノレチップ，空振りを除く前方に飛

んだ打球の方向では，レフト方向，ライト方向に較べ

てセンター方向への打球の割合が最も多い.遮蔽の

有無の条件で比較すると，遮蔽されない条件で最も

多く，1/3まで見える， 2/3まで見える， 4/5まで見え

るというように見える範囲が長くなるほどセンター

方向への打球の割合が多くなった.

30 

20 

10 

0 

1/3で遮蔽 2/3で遮蔽 4/5で遮蔽 遮蔽なし

図4 打球の内容

遮蔽なしと同じパッティングができるものと恩われ

る.

(2)パッティング動作開始時間

表 1は被験者のパッテイング動作開始時間の平均

値である.この時聞はボールリリース後，右肘がホー

ムプレート方向に移動し赤外線をカットするまでの

時間である.各被験者ともこの時間は遮蔽条件にか

かわらずほぼ一定であったので，表 1には遮蔽条件

を平均して表示した.各被験者の時聞はほとんど一

致しており，おおむね 260msecであった.ボールはリ

リース後， 510msecでホームプレートに到達するので

ボールがほぼ中間点に達した時点でパットを引きは

じめていることがわかる.この実験ではすべての打

球を打ったが，実際のパッティングではパットを引

きはじめてもスイングを中止することもありうる.

したがって，この時点はスイングの開始ではなくパ

ッティング動作の開始時点である.スイングが開始

されインパクトするまでのスイング時間はこの実験

では不明である.

表1 パッティング動作開始時間の平均値
1/3で遮蔽 2/3で遮蔽 4/5で遮蔽 遮蔽なし

図3 打球の方向

図4の打球の内容では，前方に飛んだ打球の中で

はゴロ，フライに較べてパットの芯に当たったライ

ンドライブの打球の割合が最も少ない.遮蔽の有無

の条件で比較したラインドライブの割合は遮蔽なし

の条件で最も多く，1/3まで見える， 2/3まで見え

る， 4/5まで見えるというように見える範囲が長くな

るほどラインドライブの打球が多くなった.空振り

やファウルチップを含めると，センター方向へ(タイ

ミング、が合ったれかつ，ラインドライブで飛んだ(芯

に当たった)打球の割合は1/3まで見える条件で
10%，2/3まででは 12覧， 4/5まででは 19%，遮蔽なしが

16国であった.また，1/3まで見える条件ではファワ

ルチップが 29覧，空振りが 11%であり，スイング中の

40覧がファウルチップと空振りであった.2/3まで見

える条件ではファウルチップ師，空振り 1国に減少し

た.4/5まで見える，遮蔽なしでは両者を合わせたも

のはそれぞれ 7国，聞であった.この結果からコース

の1/3まで見えるだけではほとんどパッティングに

ならず， 2/3でもまだ充分でなく， 4/5まで見えれば

5.論議

実験 1から，打者はリリースからホームプレート

聞のおおむね1/3までにボールが飛来する聞に「ス

トライクJ， rボール」の判断を下すことが推測され

た.なぜなら，さらにボールが見える条件であっても

正答率は変わらなかったからである.さらに手前ま

で見て判断を確実化させても，その時点では振り遅

れるかあるいは振れないものと推測され、ストライ

ク，ボールを判断するためのタイムリミットがこの

付近にあると考えられる.

しかし，実験2の結果から 1/3まで見えるだけで

はほとんどパッティングにならないことが明らかに

なった.この間だけの情報では最適なλッティング

のためには不足であり，パットスイングの空間的位

置，タイミング，パワーなどの調整のためには更にボ

ールが見えている必要があることを示唆する. 2/3 
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A X B C D E F 
1/3 2/3 4/5 。 ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 

-510msec -340 -310 一250 ー160 。
IJIJ-̂ ハ，子ィン']"動作の開始 Zイ')']"の開始? 4ン/¥.~ト

図5 推定されたポールの位置とパッティングの関係

まで見えても充分なパッティングができず， 4/5では

遮蔽なしと閉じパッティングができると考えられた

ことから， 2/3よりさらに手前で、 4/5までの問の情

報も必要になると考えられる.いし、かえれば 4/5以

降の情報、時間にしてインパクト前 100皿secの情報

はパッティングに有用ではないことを示唆する.
本実験で得られた時間・空間関係を図 5のように

推測する.Aまで、の時点ですでに打者はストライク，

ボールを判断し，さらにボールを見つつパットスイ

ングの空間的位置，タイミング，パワーなどの内的調

整をしながら，コースのほぼ中間に来た時点でパッ

トを引きはじめ， 2/3から 4/5の聞のDの付近でスイ

ングを開始しFでインパクトする .Dは Hubbertら

1)のスイング時間 160皿secによったものである.

本実験ではスイング開始時点は不明であるが、そ

もそもスイング開始をどこにするかの特定は難しい

スイングの開始をパットが回転しはじめスイングの

中止ができない時点とすると、内在的な開始信号は

動作前 150皿secに出されるとする S1ater3)に基づ

けば、 Dでスイングを開始するためにはXで出され

なければならない.このためバッティングのために

有用となるのはコースのはじめの 40%(200msec) と

なり， 2/3以上必要とする本実験結果と大きく異なる

ものとなる.本実験ではB付近でパットを引きはじ

めている.この時点からさらに打つが否かが決断さ

れ、これ以降の情報によってはパッテイングの中止

もありうる時点であり、スイングの開始時点ではな

いことは明らかである.熟練したバッターの習熟し

たパッテイングでは 150匝sec前ではなく，動作のご

く直前に出される可能性も考えられるが推測の関を

出ない.スイング開始時点の特定、さらには内的信

号の発令などの特定が必要になろう.

本研究の 2つの実験で得られた結果はいずれも投

球はストレートであった.さらに実験 2では速度が

一定でしかもすべてパッティングするという条件下

のものである.実験2でパットを引きはじめる時点

が中間付近で一定となったのは球種や速度が一定で

あるためと恩われる.実際のパッテイングでは球種，

速度，パッティングの可否など条件は非常に複雑で

あり，本実験で得られた結果は限定された条件下の

ものである.今後、球種、速度を複雑にして継続して

研究をすすめる.
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